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日本を愛したカンドウ師の道徳論から 

今日の世界と日本を考える 

永松道晴 
 
 1897 年にフランスのバスクに生まれたカンドウ師は，カトリックの神

父として第二次世界大戦を挟んで 2回日本で宣教活動をして，人間の自由

と平和を目指す道徳は，宗教や文化の違いを超えて万国共通の基礎の上に

あることを，教育や著作・講演活動を通じて訴え続け，1955年東京で亡く

なりました。 
 私がカンドウ師を思い出したキッカケは，先日押入れの奥に眠っていた

古い日記，1962年 23才，大学 4年の時の日記でした。そこには，カンド

ウ師の著書『バスクの星』からの抜き書きが転記してありました。当時我々

大学生の間で最も人気のあった思想家はサルトルで，私も彼の実存主義に

かぶれていました。しかし彼の無神論には何か糸の切れた凧のような不安

定性を感じていたので，このカンドウ師の一節に，一つの方向を見つけた

思いで日記に転記したのだと思います。そこで，1956年東峰書房発刊で絶

版だった『バスクの星』を神戸市民中央図書館で見つけて再読しました。

日記に転記していた部分は次の一節です。 
 
  平和とは“秩序の静けさ”である。世界における平和が複雑な問題とな 
るのは，この秩序の観念に関する皆の意見がばらばらで一致しないから 
である。人間というものは，その肉体的側面においても，精神的側面に 
おいても，各々雑多な個別性を有しているのは当然である。真の意味で

の不平等はなくなりそうにない。誰もが哲学者や大政治家にならなくて

もよいが，すべての人間が少なくとも人間らしく生きるに必要な生活条

件を広く生み出すように何とかしなければならない。同じ人間が貧富の

差のある生活をするということは，秩序に反するからである。秩序の回

復は破壊的革命によるのでなく，隣人愛によってなされるべきである。
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キリスト教の秩序というものは，三つの超越性を前提とする。即ち，物

質に対する精神の超越性，社会に対する人間の超越性，宇宙に対する神

の超越性，この三つである。 
 

今風に言えば，第一の物質に対する精神の超越性は「おカネではない，心

だ」。 第二の社会に対する人間の超越性は「あなたがた，ひとり一人個人

が大切だ」。第三の宇宙に対する神の超越性は「神，あるいは天，あるいは

自然が核心だ」。つまり私たち人間が依って立つ座標の原点です。 
私が大学を終えてビジネス界に身をおいた 1960年代の世界は，1962年

の米ソ冷戦のピーク，キューバ危機，1966年の専制中国・毛沢東による文

化大革命，1964年の東京オリンピックと新幹線開通や 1970年の大阪万博

で高度成長を謳歌する日本など，第二次世界大戦後の東西の覇権争いと，

そのはざまで経済復興に邁進する後進諸国，ある意味，にぎやかなお祭り

の時代で，その底に潜む危機の芽に気づくヒマも余裕もなかった時代でし

た。 
カンドウ師は，その 60 年後の世界と日本が直面する問題を正確に予見

し，警鐘を鳴らしていたことがわかります。そのキーワードは「平和は秩

序の静けさなり」です。平和という言葉が始めて使われたのは 1800 年前
の聖アウグスチヌスの書『神の国』で，その 600年後の 11世紀に聖トマ

ス＝アクイナスがこれを敷衍して「平和は秩序の静けさなり」と定義した

と述べています。カンドウ師は，今の世の中で人を裏切る言葉，ごまかし

やまやかしのきく流行語としてもっとも乱用されているのは，平和という

言葉だと警告しています。秩序の在るところに一種の静けさがあるという

ことは，自明な事柄で，人間の憧れる平和は，秩序と静けさなくしては考

えられないと記しています。彼は更に続けます。 
 
ある種類の者だけが安楽な暮らしをして，多くの者が食うや食わずの 

生活を送っているという事も，秩序に反することであるに違いありませ

ん。しかしながら，この世からすべての不正を追い払うには，はたして

暴力だけが，残された唯一の方法，効果的な方法でしょうか？ 革命的
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理論が何といおうとも，人間の歴史はマルクスと共に始まったものでは

ありません。はるか昔から偉大な足跡をこの地球上に残して来た人類は，

すでにいくつかの不動の真理を掴んでいます。その真理のひとつは，憎

しみは破壊的なものであり，隣人愛は唯一の建設的な力であるというこ

とです。いやしくも人間であるかぎり，だれでも人間らしくあつかわれ

る権利があるということです。その理由は，人間がただの動物でなく，

貴い魂の持ち主であるからです。我々は体を生かすと同時に魂を養うこ

とをも真面目に考えなければならない。そして，人間の尊厳は，実に，

自由な魂の上に立っているものであるということを忘れてはなりませ

ん。人間は暴力や，テロによって操られるべきものではないのでありま

す。 
百年このかた世の中にますます欠乏しているのは静けさです。周囲に 
ざわめく騒音にくわえて，現代ほど言葉の濫用される時代はかつてなか

ったといえるでしょう。一日のうちに発せられた無数の言葉の中で，本

当に人の心を慰め力づけ，精神の糧になるようなものが少ないのは，つ

まり言葉の大部分が騒音の中から生まれたもの，あるいは騒音に属する

ものであって，深い瞑想や沈黙に根ざしたものではないからです。 
  
 カンドウ師は 2回の欧州戦争の戦場で，人間がありとあらゆる騒音の支

配に身をゆだねる世界を経験しました。 
 
凶暴な野獣性と動物的な本能が物をいう世界です。それだけに，およ

そ戦場での沈黙ほどおそろしく印象的なものはない，急になにかの拍子

に戦闘に止み，間があいて耳を聾する大砲や機関銃の響きがふととだえ

て，戦場全体がシンと一時静まりかえる時，急に神経が緩むと同時に，

何ともいえない深い心の緊張を感じます。そしてこの静けさを待って，

はじめて人々の耳に聞こえてくるのは，負傷兵の呻きやため息，若い兵

士の「お母さん！」と叫ぶ声，すべての人間らしい小さな親しみのある

ざわめきであります。騒音に追いのけられていた人間性がこのささやか

な沈黙の支配に息を吹きかえしたのであります。静かな悲しみ，深い喜



 精神文化学研究[第 6号] 

 

104 

び，勇ましいあきらめ，大いなる愛情，全ての人間らしい感情が沈黙の

おかげで戻って来ます。 
 
以下の３枚の写真は，筆者の父（当時 28 才）が実際に少尉として参加

した作戦で，シンガポール陥落後，マレーシアのジョホールバルの占領地

施政長官をしていた時期の写真（マレー半島を南下，一路シンガポールへ

進撃した際の写真）である。 
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1941年，日本陸軍が英領シンガポール攻略でマレー半島を南下，快進撃

をしていた時を同じくして，フランス陸軍の大尉としてドイツと戦ってい

たカンドウ師は，ベルギー・アルデンヌでドイツの戦車に轢かれて重傷を

負った。占領地域の施政を担った 30 才前後の日本軍将校たち，現地住民

への虐待がなかった。マハティール首相のLook Eastにも見られるように，

戦後の反日感情は起こっていない。それから 80 年後の今日，攻守の対象

は変わったが，日本は平和の危機の直面している。 
  

 これが今，ウクライナで正に起こっていることです。ウクライナとロシ

ア両陣営の日々の攻防にともなう悲劇と混乱が日本でも連日伝えられて

いますが，我々もこの戦争の騒音から一歩離れて考える時だ，とカンドウ

師は願っているでしょう。彼は結論として以下のように述べています。 
 

人間は自由と規律とお互いの信頼と，この三つの宝なしに発展向上す

ることは不可能です。自由なしに生きる甲斐もない生活になるでしょう。

規律なしには社会の秩序を保つことが出来ないでしょう。そしてお互い

の信頼のない生活においては，人間は動物的残忍性の奴隷とならざるを

えないのであります。いいかえれば，自由をおびやかす全体主義，規律

を無視する無政府主義，人間相互いの愛を押し殺す極端な個人主義，技

術主義を我々は何よりも怖れ遠ざけねばならないのです。 
   
最後に，カンドウ師は日本人の精神に注目しています。昔から日本では，

知・情・意といって，情を，知と意の間におき，その中心をなすもののよ

うに考える習慣があります。ヨーロッパの伝統的哲学においては，知と意

はむしろ一つのブロックとして考えられ，人間にかんする問題はすべて知

恵と意志との相互関係の見地から論じられています。純粋な精神的能力で

ある知恵と意志が物事を決定して，感情つまり情はそれに順応すべきもの

となっています。日本人は精神生活の中心に情をおくことによって始めか

ら情の重大な役目をみとめ，知恵が働きだすのは必ずしも意志の刺激によ

るのでなく，むしろ情に直接に刺激されたからであると，西欧とは異なっ
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たアプローチを高く評価しています。 
カンドウ師はカトリックの神父としての立場にもかかわらず，人の依っ

て立つべき道徳は宗教や文化の違いを超えて共通する基礎の上に育まれ

るべきものであることを，長い日本での生活を通じて体得されました。大

学時代から 60 年の時空を越えて『バスクの星』が，今なお新鮮な感動を

私に呼びおこしてくれたことに私は感謝しています。 
 

補足：カンドウ神父の足跡 

1897年南フランスのバスク地区の商家に生ま 
れ，11才で地元の小神学校に入学，17才で卒業 
後，第一次世界大戦勃発を受けて，陸軍士官学校 
に入学，1917年に陸軍少尉として，激戦地ヴェル 
ダンの戦線に参加した。幾多の激戦地を転々とし 
たのち，中尉として休暇中に出会った一人の司祭が人間の自由意志につい

て彼に語りかけた。 
「人間の価値はその実存の密度と，愛の深さによって定まる。愛によっ

て生きる人間が一人でも多いほど，この世は天国に近くなるだろう」との

言葉に心を打たれて 1919 年終戦後，彼はパリ外国宣教会に入り，バチカ

ン法王庁のグレゴリアン大学に送られ，1925年まで研鑽を積んで，ヘブラ

イ語，ギリシャ語を修め，神学博士，哲学博士の称号を得て，日本への派

遣が決まった。28才だった。同郷バスクの生んだ聖人ザビエルの日本にお

ける布教の歴史がカンドウ師の来日の下地となっていたのだろう。 
  東京はじめ静岡のカトリック教会に籍を置いて，先ず日本語の習得に打

ち込み，四書五経の素読からはじめて，半年で完全に日本語をマスターし

た。1926年，東京教区神学校校長に就任，1929年に大神学校を創立して，

以後 10 年間布教活動のかたわら，早稲田大学やアテネ・フランセで講義

も引き受け，講演・出版など多くの文化活動にも活躍して，ともすれば抽

象的になり，難解になるカトリシズムを具体的に平易に，生きた人間に生

きた話をしようとした。 
 1939年，欧州で第二次大戦が起こって陸軍大尉として応召され，帰国し
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て 1940 年ベルギーのアルデンヌ戦線でドイツ軍の戦車に轢かれて重傷を

負った。スイスのローザンヌで 1年半の入院・リハビリ後，ローマのバチ

カンで静養し，1945 年日本の敗戦を受けて，1948 年 51 才で日本に帰っ

てきた。パリ・ミッション会の主柱であり，日本カトリック教会の代表的

人物である半面，一流文化人として，旅行・講演・新聞雑誌への寄稿等多

忙を極めたが，1955年，持病の胃潰瘍で 58才の生涯の幕を閉じた。 
出典：「バスクの星」 Sカンドウ著 1956年 東峰書房 

  


